
○
恒
例
の
出
初
式

　
一
月
五
日
、
多
数
の
来
賓
を
お
迎
え
し
東

白
川
村
消
防
出
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
の
中
で
長
年
消
防
団
活
動
に
尽
力
し
た
団
員
、
団
員
が

勤
め
ら
れ
消
防
団
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
職
場
、
そ

し
て
団
員
を
支
え
る
家
庭
の
皆
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
新

年
に
当
り
、
村
民
の
安
心
と
安
全
を
守
る
決
意
を
団
員
と
と
も

に
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
若
い
力
と
崇
高
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神

を
持
ち
、
災
害
な
ど
の
有
事
の
際
に
頼
り
に
し
て
い
る
消
防
団

に
対
し
村
民
の
皆
様
と
と
も
に
敬
意
と
感
謝
を
表
し
ま
す
。

○
二
十
歳
の
春
を
祝
福

　
一
月
十
三
日
に
は
東
白
川
村
成
人
式
を
行
な
い
新
成
人
三
十

一
人
中
二
十
八
人
が
出
席
し
二
十
歳
の
春
を
祝
い
ま
し
た
。

　
は
つ
ら
つ
と
し
た
若
者
が
誓
い
を
新
た
に
し
、
自
分
の
進
路

や
将
来
の
夢
を
語
る
姿
に
接
し
頼
も
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
保

護
者
の
皆
さ
ん
の
喜
び
が
目
に
見
え
る
よ
う
で
す
。
心
か
ら
お

祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
。（
関
連
記
事
二
～
三
ペ
ー
ジ
）

○
県
下
二
位
の
投
票
率

　
一
月
二
十
七
日
に
岐
阜
県
知
事
選
挙
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

大
変
寒
い
雪
の
中
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
い
く
つ
か
の
要
因
が
あ

り
、
県
全
体
の
投
票
率
は
三
三
・
九
二
％
と
過
去
最
低
で
し
た
。

本
村
も
投
票
を
呼
び
か
け
ま
し
た
が
残
念
な
が
ら
前
回
を
下
回

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
本
村
の
投
票
率
六
六
・

六
七
％
は
県
下
二
位
で
し
た
。
村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
に
対
し

厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

○
平
成
二
十
五
年
度
予
算
編
成

　
村
で
は
平
成
二
十
五
年
度
予
算
を
前
年
度
よ
り
積
極
的
な
予

算
に
な
る
よ
う
編
成
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
な
ど

に
よ
る
人
口
減
が
激
し
く
人
口
対
策
が
す
べ

て
の
事
業
の
目
的
と
な
り
ま
す
。
三
月
議
会

終
了
後
に
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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今月の村長室から

○2月1日のみつば保育園の豆まき会。園児たちは元気な掛け声で豆まきをしていました。



平

　今井弘明（正英）

　小池宏昌（謙多郎）

　田口絵梨（安範）

　西山孔志（出）

下親田

　安江慶（和良）

　安江沙知代（良浩）

　安江未紗紀（義文）

　安江有可（正明）

上親田

　古田友大（精子）

　安江直久（友則）

中通

　安江勇樹（元樹）

神付

　瀧下夢菜（正一）

　早瀬友亮（尚史）

　安江紳悟（宏）

　安江貴正（里美）

　安江あづみ（武司）

西洞

　今井寧菜（明徳）

日向

　伊藤麻友（保夫）

　桂川さおり（明義）

陰地

　大坪 剛（七三男）

　苅田有平 ( 正敏 )

　松岡亮太（昭信）

黒渕

　髙井和貴（三郎）

大明神

　三戸真希（行美）

柏本

　田口裕章（昌克）

　古田真由実（俊之）

　安江晴菜（弘企）

宮代

　安江由奈（道雄）

下野

　東谷麻那（旧姓：今井）

　　　　　　       　（克幸）

　熊崎加奈子（茂光）

久須見

　古田満里奈（正広）

新成人の皆さん（保護者名）

　1 月 13 日、はなのき会館
で平成 25 年東白川村成人式
が行なわれ、参加した 28 人
の新成人が社会人としての
決意を新たにしました。
　式典では成年証書授与の
後、代表で今井弘明さんが

「ひとりの公民として、社会
の一員として強く正しく歩
いていくことを誓います」
と新成人の誓いを述べまし
た。
　式典後の記念会食では、
同級生同士和やかな雰囲気
で談笑の中、出席された恩
師の熊野和雄先生（中 1・2
年時担任）からお祝いの言
葉も贈られました。
　また、この日は県知事選
挙の期日前投票期間中で、
一部の方は会食後に投票に
向かい、成人
としての義務
を一つ果たし
ていました。

　
新
成
人
の
誓
い
を
読
み
上
げ
る

今
井
弘
明
さ
ん

▼

成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
級
友
と
一
緒
に

　
　
　
　
ハ
イ
チ
ー
ズ

新成人を祝う
熊野和雄先生

※敬称略

▼

平
成
二
十
五
年
村
の
成
人
式



現在の住まい ※住所が村内の方も含む村外 25 人

現在の立場 学生 16 人 就職 9 人

将来は村に
住みたいですか

住みたい 11 人 どちらでもない 11 人

住みたくない 3 人

・家庭を持つ　・農業普及員　・大工　・家を建てる　・自動車整備士
・保育士　・教師　・テレビのディレクター　・仕事を楽しみたい
・美容師　・製薬系会社　・安定した職につきたい　など

将来の夢

村が好き／嫌い

好き 22 人

どちらでもない 3 人

村の改善してほしいところ…
・遊ぶ所・・・交通の便
・人口増加・・予算の無駄遣い
・意見を聞く　

村の良いところ…
・自然が豊か　
・空気がきれい
・住民が優しい、良い人　

住みたい…
自然が多いから、居心地がいい

住みたくない…
・都会の方が便利
・現在進みたい道をあきらめず、村の
人間として業界で活躍し続けたい

どちらでもない…
・まだ分からない
・村の近くに住めたらいいです
・できれば住みたいが職場が無い
・交通の便が良くなれば住みたい
・村内ももちろん良いと思う一方、
・村外の楽しさも知ったから

■東白川村について

「便利になれば村に住みたい」 新成人にアンケート

　村は人が少ないけど、自然が
豊かなのが良いと思います。
今のまま自然豊かな姿で、住む
人が増えてほしいです。

村の良さは豊かな自然と住民
同士の仲がとても良いところ。
　そんな村で将来もずっと残っ
ていってほしいです。

熊崎加奈子さん

意見をピックアップ

　ほとんどの新成人の皆さんは、自然豊かで人柄の良い「東白川村が好き」と回答してくれまし
たが、「将来に村に住みたいか」の回答では、およそ半数の皆さんが悩んでいる様子でした。就職
先が村から離れている事や、回答者の３分の２が学生であることが要因と考えられます。
　しかし将来の目標を定めて努力している皆さん、就職先で仕事に前向きに取り組んでいる皆さ
んの話を聞くと、たくましさと次代への希望を感じます。中には、「私は将来村に帰ってきて、現
在の仕事で培った技術を生かし、村を活性化させます」と力強く話す新成人もあり、今後の活躍
を期待させます。
　新成人が改善を望んだ交通の便の向上、職場の確保、人口増加などは、すぐに実現する事は困
難ですが、美しい自然と穏やかな村民性を残しつつ便利な村づくりを進めることが若者の定住へ
とつながるものと考えさせられました。

アンケートを終えて

早瀬友亮さん

■自分自身について

｛

｛

…

…
…



○
恒
例
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事

　
　
　
　
　
　
―
子
ど
も
会
卓
球
大
会
―

　
一
月
十
二
日
、
第
三
十
九
回
子
ど
も
会

卓
球
大
会
が
小
学
校
体
育
館
で
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
大
会
は
個
人
戦
と
団
体
戦
に
分

け
て
行
な
わ
れ
、
四
年
生
以
上
の
小
学
生

合
わ
せ
て
六
十
九
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

選
手
は
得
点
・
失
点
ご
と
に
一
喜
一
憂
す

る
な
ど
、
真
剣
な
が
ら
も
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

団
体
　
優
勝
＝
中
通
・
神
付
Ａ
、
準
優
勝

＝
日
向
・
曲
坂
Ａ
、
三
位
＝
大
黒
山

個
人
　
優
勝
＝
土
井
唯
斗
（
柏
本
）
、
準

優
勝
＝
高
木
稜
（
黒
渕
）
、
三
位
＝
村
雲

翔
汰
朗
（
中
通
）
、
樋
口
風
人
（
西
洞
）

　
ま
た
、
五
加
チ
ー
ム
に
は
、
来
年
の
活

躍
を
期
待
し
特
別
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

○
便
利
さ
の
裏
に
潜
む
危
険
性

　
　
　
　
　
　
　
―
中
学
校
防
犯
教
室
―

　
現
代
は
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
普
及
な
ど
で
便
利
に
な
っ
た
反
面
、
ケ

ー
タ
イ
依
存
症
や
架
空
請
求
、
掲
示
板
な

ど
へ
の
無
責
任
な
書
き
込
み
で
加
害
者
に

な
る
と
い
っ
た
社
会
問
題
が
起
き
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
自
分
を
守
る
事

を
目
的
に
、
一
月
十
六
日
中
学
校
ラ
ン
チ

ル
ー
ム
で
防
犯
教
室
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
の
多
治
見
市
教
育
研
究
所
・
酒
井

統
康
先
生
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を

安
全
に
使
う
五
ヶ
条
と
し
て
「
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
を
利
用
す
る
」「
法
律
を
守
る
」「
ネ

ッ
ト
で
知
り
合
っ
た
人
と
直
接
会
わ
な
い
」

「
な
に
か
あ
っ
た
ら
大
人
に
相
談
」「
情
報

の
共
有
（
学
校
・
家
族
・
警
察
）」
を
挙
げ
、

注
意
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

○
子
ど
も
の
小
学
校
入
学
を
控
え
て

　
　
　
　
　
　
　
―
年
長
組
親
学
習
会
―

　
一
月
十
六
日
、
保
育
園
で
年
長
児
の
保

護
者
を
対
象
と
し
た
学
習
会
が
開
か
れ
、

十
二
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
師
の
家
庭
青
少
年
教
育
指
導
員
・
村

雲
芳
明
さ
ん
か
ら
「
子
育
て
の
責
任
は
親

が
す
べ
て
持
つ
姿
勢
を
崩
さ
な
い
で
ほ
し

い
」
と
説
明
し
た
ほ
か
、
早
寝
早
起
き
や

食
事
な
ど
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
な
ど
が
ア

ド
バ
イ
ス
さ
れ
、
保
護
者
は
熱
心
に
話
を

聞
き
ま
し
た
。

　
子
ど
も
の
小
学
校
入
学
を
控
え
る
中
、

保
護
者
と
し
て
の
心
構
え
や
家
庭
環
境
の

大
切
さ
を
再
認
識
し
た
学
習
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

○
業
界
の
問
題
解
決
に
向
け
始
動

　
　
　
―
明
日
の
農
林
業
を
考
え
る
会
―

　
昨
年
十
二
月
、
園
芸
振
興
会
長
・
安
江

敏
治
さ
ん
の
呼
び
か
け
で
関
係
す
る
各
種

団
体
、
行
政
か
ら
十
四
人
が
集
ま
り
「
明

日
の
農
林
業
を
考
え
る
会
」
が
発
足
、
第

一
回
の
会
議
が
一
月
十
七
日
に
村
民
セ
ン

タ
ー
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
会
議
で
は
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
複
数
の
団
体
に
共

通
す
る
後
継
者
問
題
や
耕
作
放
棄
地
な
ど

の
課
題
や
、
団
体
ご
と
の
課
題
取
り
組
み

に
つ
い
て
様
々
な
意
見
や
提
案
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

　
発
起
人
の
安
江
敏
治
さ
ん
は
「
農
林
業

の
発
展
に
取
り
組
む
た
め
、
話
し
合
い
を

重
ね
て
共
通
意
識
を
持
っ
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ケータイ依存症の話を聞く生徒

中通・神付子ども会の皆さん

熱心に聞き入る保護者

� できごと情報

意見を交換する参加者



○
推
進
委
員
、
大
会
に
向
け
打
ち
合
わ
せ

　
　
　
　
　
―
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
体
験
会
―

　
村
民
を
対
象
と
し
た
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大

会
が
三
月
三
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
大
会
の
運
営
に
向
け
、
一
月
二
十

八
日
に
小
学
校
体
育
館
で
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
七
名
が
競
技
の
体
験
会
を
行
な
い
ま

し
た
。

　
会
で
は
基
本
的
な
ル
ー
ル
や
採
点
方
法

を
確
認
、
そ
の
後
模
擬
戦
を
行
な
い
競
技

の
流
れ
を
体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
、
投
げ

方
の
コ
ツ
や
有
効
な
戦
術
な
ど
を
研
究
し

て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
委
員
の
皆
さ
ん
が
学
ん
だ
内
容

は
二
月
十
四
日
と
二
十
二
日
実
施
の
カ

ロ
ー
リ
ン
グ
教
室
で
村
民
に
向
け
て
ア
ド

バ
イ
ス
さ
れ
ま
す
。

○
村
の
魅
力
と
可
能
性

　
　
　
　
―
大
和
田
順
子
さ
ん
講
演
会
―

　　
現
在
村
で
は
過
疎
か
ら
の
復
興
に
向
け

総
務
省
・
緑
の
分
権
改
革
推
進
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
派
遣
制
度
を
活
用
し
、
人
や
環
境
の

健
康
と
持
続
可
能
性
を
重
視
し
た
生
活
ス

タ
イ
ル
「
Ｌロ

ハ

ス

Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
」
の
専
門
家
・
大

和
田
順
子
さ
ん
を
迎
え
、
村
の
振
興
の
た

め
に
様
々
な
角
度
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
大
和
田
さ
ん
の
講
演
会
が
一
月
二

十
九
日
に
は
な
の
き
別
館
で
行
な
わ
れ
、

村
民
五
十
人
が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。
会

で
は
有
機
栽
培
で
の
お
茶
づ
く
り
や
Ｆ
Ｓ

Ｃ
認
証
を
受
け
た
木
材
を
活
用
す
る
こ
と

の
提
案
や
、
他
地
域
の
事
例
紹
介
が
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
村
の
魅
力
と
し
て
山
し

ご
と
・
お
茶
づ
く
り
・
農
村
づ
く
り
・
環

境
づ
く
り
・
心
づ
く
り
に
共
通
す
る
「
て

い
ね
い
さ
」
を
挙
げ
、
今
後
の
可
能
性
を

話
さ
れ
ま
し
た
。

○
村
議
会
を
模
擬
体
験

　
　
　
　
―
小
学
六
年
生
子
ど
も
議
会
―

　
一
月
三
十
日
に
小
学
六
年
生
二
十
人
が

社
会
科
の
授
業
で
役
場
の
議
場
を
訪
れ
、

村
の
議
会
を
模
擬
体
験
す
る
「
子
ど
も
議

会
」
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
議
会
事
務
局
か
ら
説
明
を
受
け
た
後
、

用
意
さ
れ
た
台
本
を
も
と
に
「
新
し
い
体

育
館
の
建
設
」
「
教
室
へ
の
冷
房
設
置
」

の
二
議
案
に
つ
い
て
提
案
理
由
の
説
明
、

質
疑
、
討
論
、
採
決
へ
と
進
み
、
児
童
は

緊
張
し
な
が
ら
も
議
員
や
行
政
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
演
じ
て
い
ま
し
た
。

　
児
童
が
地
方
自
治
に
つ
い
て
実
体
験
で

学
習
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

○
交
流
で
関
わ
り
あ
い
を
学
び
ま
し
た

―
中
学
生
保
育
実
習
―

　　
一
月
三
十
一
日
、
中
学
三
年
生
二
十
六

人
が
保
育
実
習
の
た
め
み
つ
ば
保
育
園
へ

訪
れ
ま
し
た
。
生
徒
は
年
少
か
ら
年
中
組

の
園
児
た
ち
と
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や

お
遊
戯
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
交
流

し
ま
し
た
。

　
こ
の
実
習
は
「
自
立
と
共
生
」
を
学
ぶ

家
庭
科
の
授
業
で
、
毎
年
三
年
生
が
「
子

ど
も
と
の
関
わ
り
方
」
に
つ
い
て
を
実
体

験
で
確
認
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
生
徒
た
ち
の
良
い
お
兄
さ
ん
お

姉
さ
ん
ぶ
り
に
、
園
児
た
ち
は
終
始
大
喜

び
で
し
た
。

ひがししらかわ�

交流する生徒と園児

討論する議員役の児童

講演する大和田さん

採点方法を確認する委員



日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31

○が開館日です

お知らせ

子育てママの会　3 月開館日

　毎年、年度末の 3 月は登録窓口が大変混雑し、長時間お
待ちいただくことになります ｡
自動車に関する手続きなどはお早めにお願いいたします。

■お問合わせ
＜申請・届出関係＞
○普通自動車・125 ㏄を超えるオートバイ
 …中部運輸局岐阜運輸支局登録部門　℡：050‐5540‐2053
 …飛騨自動車検査登録事務所　℡：050‐5540‐2054
○軽自動車
 …軽自動車検査協会岐阜事務所　℡：058‐394‐0232
○ 125 ㏄以下のオートバイ
 …役場村民課税務係／内 130　　　
＜税金関係＞
○自動車税・自動車取得税
 …岐阜県自動車税事務所：058‐279‐3781
○軽自動車税（オートバイ含む）
 …役場村民課税務係／内 130　

自動車の名義・住所の変更や廃車の手続きはお早めに
中部運輸局岐阜運輸支局

○申告時の留意事項
※例年後半に相談が集中し待ち時間が長くご迷惑をおか
けしてしています。出来る限り予定日にご来場ください。
※扶養親族の氏名生年月日のメモ、収支内訳書や医療費
領収書の積算など事前の準備をお願いします。
円滑に相談を済ませていただくため、ご理解とご協力を
お願いします。

○当日持参するもの
＊申告書　＊筆記用具　＊印鑑
＊その他必要書類
・源泉徴収票
・生命保険、個人年金、介護医療保険、損害保険などの
・支払証明書（領収書は不可）
・医療費の領収書、通院費のメモ（自家用車不可）
・身体障がい者手帳
・家族の仕送り金の領収書
・ライスセンターの領収書
・農業共済組合明細書
・寄付金領収書
など

確定申告相談の日程について　税務係／内 130

日付 対象地区
2 月 18 日 ( 月 ) 曲坂、栃山

19 日 ( 火 ) 柏本
20 日 ( 水 ) 宮代、下野
21 日 ( 木 ) 大沢、久須見
22 日 ( 金 ) 中谷、加舎尾
25 日 ( 月 ) 日向
26 日 ( 火 )

陰地
27 日 ( 水 )
28 日 ( 木 ) 黒渕

3 月 1 日 ( 金 ) 大明神
4 日 ( 月 ) 中通
5 日 ( 火 ) 上親田
6 日 ( 水 ) 下親田
7 日 ( 木 ) 神付
8 日 ( 金 ) 西洞

11 日 ( 月 )
平、大口12 日 ( 火 )

13 日 ( 水 )
14 日 ( 木 )

申告が済んでない方
15 日 ( 金 )

○会場　役場１階村民課フロア
○時間　午前９時～午後４時
○相談日程

　身体障がい者、戦傷病者、知的
障がい者または精神障がい者の方
が所有する自動車（軽自動車を除
く）の「自動車税減免申請臨時窓口」
が次の通り開設されます。
○日時
　3 月 6 日（水）､13 日（水）
　午前 9 時～午後 4 時
○場所
 可茂総合庁舎 5 階　5‐1 会議室
美濃加茂市古井町下古井 2610‐1
■お問合わせ先
・中濃県税事務所
　　　℡：0575‐33‐4011 ㈹
・県自動車税事務所
         ℡ :058‐279‐3781
・県総務部税務課
         ℡ :058‐272‐1111 ㈹

自動車税減免申請臨時窓口



3 月の配食サービス日程

3 日 木沢記念病院 美濃加茂市古井町下古井 590 ℡：25‐2181
10 日 林クリニック　　 美濃加茂市前平町 1‐100‐1 ℡：28‐8899

17 日 佐藤クリニック 八百津町八百津 4228‐4 ℡：43‐1200

20
水

（祝）
西田醫院 美濃加茂市本郷町 7‐134‐1 ℡：28‐3371

24 日
太田メディカル
　　　クリニック

美濃加茂市太田町 2825 ℡：26‐2220

31 日 岩永耳鼻咽喉科 美濃加茂市大手町 2-28 ℡：25‐8749

加茂医師会　3 月の休日診療のご案内　（診療時間 ：午前９時～午後５時）
日付 当番病医院 住所・連絡先（市外局番：0574‐）　独居の高齢者の方へ

　バランスの良い食事を
　提供します

7 日／ 14 日／ 21 日／
28 日
　　　　　※毎週木曜日
■申込み・お問合わせ
 保健福祉係　℡：78‐2100

       　1/1

　～ 1/31

( 敬称略 )

戸籍の窓

※受験手続き、応募資格などの細部については、下記事務所
までお問い合わせください

■募集説明会を実施します
○日時　
 3 月 9 日（土）、10 日（日）午前 10 時～午後 4 時の間
○場所
 自衛隊美濃加茂地域事務所（可茂総合庁舎 4 階会議室）
 美濃加茂市古井町下古井 2610-1
■お問合わせ　℡：0574‐25‐7495

自衛官を募集しています　防衛省

樹種別高値及び平均単価（㎥あたり）
ひのき 13cm 以下小丸太…平均単価 /6,100 円
ひのき 14cm 以上…平均単価 /18,400 円　高値 /255,000 円
すぎ…平均単価 /9,800 円　高値 /19,000 円
赤まつ…平均単価 /13,400 円　高値 /55,000 円
総取扱量 /1,542 ㎥　総販売高 /2,323 万 7 千円

東白川森林組合月末報告　第 659 回共販会（1/29）

募集種目
予備自衛官補（第１回） 幹部候補生

一般公募 技術公募 一般幹部候補生
（飛行要員含む）

受付締切 平成 25 年 4 月 3 日（水）
必着

平成 25 年 4 月 26 日（金）
必着

応募資格

18 歳以上
34 歳未満

の者

18 歳以上で、
保持技能に応じ
53 歳～ 55 歳

未満の者

［大卒程度試験］
22 歳以上 26 歳未満の者

（20 歳以上 22 歳未満の者
は大卒（見込み含む）、修
士課程修了者等（見込み
含む）は 28 歳未満）
 ［院卒者試験］
修士課程修了者等（見込
み含む）で、20 歳以上
28 歳未満の者

※ 25 年 7 月 1 日の年齢 ※ 26 年 4 月 1 日の年齢

一次試験
期日

4 月 12 日（金）～ 15 日（月）
いずれか 1 日

5 月 11 日（土）
5 月 12 日（日）

　現在、慢性腎臓病（CKD）を発症する人が増えています。
慢性腎臓病とは…透析が必要になる病気はいくつもあります
が、病名に限らず腎臓の働きが慢性的に弱っている状態をい
います。発症要因は高血圧・糖尿病・高尿酸血症・肥満・メ
タボリックシンドロームといった生活習慣病です。
　生活習慣を見直して、慢性腎臓病を予防しましょう。

3 月 14 日は世界腎臓デーです

　今年度の村の 4 大イベント（つちのこフェスタ、夏祭り、秋フェスタ、お松さま祭
り）は、岐阜県市町村振興補助金の助成を受けて開催しました。

県の助成を
受けました

○誕生おめでとうございます
　安江理央（裕貴・志保 / 曲坂）

○お悔やみ申し上げます
　安江愛圃　　　73 歳（陰地）
　安江トシ子　　82 歳（平）
　安江了次　　　86 歳（上親田）
　田口虎彦　　　78 歳（平）
　今井悦夫　　　77 歳 ( 柏本 )
　今井なみ　　　99 歳 ( 大沢 )

ありがとうございました
11/1 ～ 11/30

( 敬称略 )
【東白川村】

【社会福祉協議会】

御寄付

■ふるさと思いやり基金指定
金 10 万円…井戸孝憲（関市）

■医療・保健福祉部門指定
金 10 万円…安江寛（上親田）
金 15 万円…田口安範（平）
金 5 万円…今井延幸（柏本）

金 3 万円…安江透（美濃加茂市）
金 10 万円…安江寛（上親田）
金 15 万円…田口安範（平）
金 10 万円…今井延幸（柏本）
金 10 万円…今井弘（大沢）
金 5,000 円…下親田自治会
金 17,920 円…㈲村雲建築 東雲会
トイレットペーパー、タオル
　　　　　　…安江登貴子（上親田）
石鹸、古切手…桂川和子（日向）
テレホンカード、古切手
　　　　　　　　…村雲房子（大口）
古切手…今井正男（中通）
古切手…安江保民（神付）
古切手…山路弘子（平）
雑巾…匿名
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－1月末住民登録人口から－

世帯数 ……… 869世帯
人　口 ……… 2,630人

(男1,263人　女1,367人)

転　入 ……………  0人
転　出 ……………  6人
出　生 ……………  1人
死　亡 ……………  6人

先月と比較して　11人減
昨年と比較して　57人減
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取
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さ
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あ
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ま
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間
づ
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ま
す
。

　
一
方
、
あ
ま
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て
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み
え
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か
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し
れ
ま
せ

ん
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味
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催
さ
れ
ま
す
。
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込
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来
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い
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だ
け
ま
す
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地
域
の
先
進
的
な
活
動
内
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を
ぜ
ひ
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

○
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き
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日
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日
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時
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緑
の
ホ
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報
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団
体
／
事
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内
容
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冬
場
の
健
康
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く
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超
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運
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楽
し
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い
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簡
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レ
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る
カ
ロ
ー
リ
ン
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大
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催
し
ま
す
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～

○
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○
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入
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